
 
 

第 2 回日野市指定管理者候補者選定委員会議事要点録 
日時 平成 21 年 8 月 25 日（火）午後 1 時～午後 3 時 45 分 

場所 市役所 4 階 庁議室 

出席者 酒井委員、岩崎委員、藤堂委員、北村委員、 
荻原企画部長、栗原総務部長、高田子ども部長 

村田企画調整課長、斉藤主査、子育て課小林主幹、綿貫、佐々木 

議題 「日野市立たまだいら児童館ふれっしゅ」及び「日野市立みなみだいら児童館ぷら

ねっと」の指定管理者候補者選定、プレゼンテーション 
1. 本日の流れの説明 
2. 審査手順の説明 
3. 採点表の説明 
4. 審査 1 たまだいら児童館ふれっしゅ 
5. 審査 2 みなみだいら児童館ぷらねっと 
6. その他 

 
 
議題１ 

 
 
 
議題 2 

 
 
 
 
 
議題 3 

 
 
 
 
 
 
 
 

●開会の挨拶 
委員長より挨拶 
● 本日の流れの説明 
事務局より説明 
 ・日野市立たまだいら児童館ふれっしゅの応募者は１社 
・日野市立みなみだいら児童館ぷらねっとの応募者は１社 

● 審査手順の説明 
 事務局より説明 

・１社４０分 
・事業者による説明 20 分 
・質疑１０分 
・採点１０分 

● 採点表の説明 
 子育て課より説明 
（質問）予算額について、業者に提示、通知してあるのか？また、業者が新しい企 

画を用意して計画してきて、予算額が減額された場合は？ 

（回答）予算額の通知はしていない。厳しい財政状況もあり、今までの予算額を変

更することは十分ありえる。計画案で財政当局へ要望するが、予算額によ

っては、事業の縮小も考えられる。予算額が決まった段階で、指定管理業

者と予算額の範囲内で折り合いをつけていきます。 

（質問）指定管理期間を３年から５年へ延ばした理由は？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
議題 4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（回答）地域や各種団体との連携をしていくため、地域に根差した活動をしていた

だくためにも、５年間は必要と判断しました。 

（質問）５年間における事業内容と協定額のチェック体制について 

（回答）毎年度、履行検査を受け、結果を踏まえて事業内容について話し合いの

もとで修正している。毎月行っている連絡会議においても事業内容の細か

い点について確認し、調整をしています。 

（質問）（まだ提示されてないが）この予算で行えるのもとして納得して企画提案し

て受諾し、そのあと予算が削られて、選定時の事業内容と異なってきてしま 

うのではないか？ 

（回答）予算は財政の方とも入念に協議し、できる限り当初の希望予算に近づける 
ように努力はしていきたいと思っています。 

（質問）たまだいら児童館ふれっしゅの予算額が多いのは、なぜか？ 
（回答）それぞれ、その児童館運営に関わる光熱費なり、事業費、人件費等の積み 

上げの結果なので、金額は異なってきます。プレゼン内容等十分に確認して、

採点していただきたい。 
（質問）市と業者の所管する費用について。修繕費の５万円について 
（回答）５万円を超えた場合は市で支出することを基準としている。５万円前後の 

微妙な時は相互協議して対応します。 
● 審査１「たまだいら児童館ふれっしゅ」 
プレゼンテーション、質疑応答 
団体名：社会福祉法人 雲柱社 

主な質疑 

（質問）あさひがおか児童館、ひのっちとの連携について 

（回答）たまだいら児童館ふれっしゅは、五小ひのっちを主に担当しています。月 
に１回行っています。六小ひのっちについては、あさひがおか児童館と職員 
を１名ずつ出し合って共同で行っています。 

（質問）３泊４日で障害者施設へのキャンプを実施したようだが、募集の仕方は？ 
（回答）小５から高校生まで、おたよりを配布し募集しました。 
（質問）乳幼児に対して力を入れている。乳幼児の部屋というように、専用の居場 

所を設けたのは良いと思う。体育館の使用や中学生との関係は？ 
（回答）遊びが違うため、時間で分けています。ボランティアとして登録している 

中学生は、小さい子と積極的に遊んでもらっています。 
（質問）幼児の行事を行う際の登録人数を減らしているようですが？ 
（回答）以前の登録制では漏れてしまう方が多かったため、自由参加型に変更しま 

した。また、一般の来館者を対象とした行事に力を入れるためです。 
（質問）スタッフの年齢、男女構成、職歴、資格など教えていただきたい。 
（回答）・４５歳、男、養護施設に勤務 

・３５歳、男、放課後子ども教室「新ＢOP」事業に従事 
・２４歳、女、アルバイトから入社 など 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（質問）来館者に乳幼児親子多い。現在の保育士資格１名の体制で対応に問題はな 
いか？ 

（回答）現在の体制で問題はありません。 
（質問）アンケート調査を実施したようだが、アンケート結果は？ 
（回答）非常に良いという結果を多くいただきました。不満な点としては、ホーム 

ページの更新が遅い、職員の対応についてなどが若干見受けられました。す 
でに対応済です。 

（質問）市に対して何か言いたいことは？改善してもらいたい点は？ 
（回答）特にありません。仕事がしやすいです。連携もうまくいっています。何か 

あったときすぐに話し合いができる環境にあります。 
（質問）予算的にかなりきついのではないか？企画内容と金額が合わないのではな 

いか？ 
（回答）示された予算の中で、できることを精一杯行っています。 
（質問）キャンプについて 
（回答）低学年は羽村（３５名、５，０００円）。小３～小６は白州。（２泊３日 

１０，５００円） 
（質問）児童館は子どもの良い居場所。居場所のない子、中学生、高校生等の良き 

居場所として頑張っていただきたい。特に中学校を卒業したばかりの高校生 
はお願いしたい。 

（質問）リーダーの育成について。子ども、障害者等について 
（回答）障害者施設へのキャンプ（研修）も多数参加があり、中高生リーダーの良 

い育成ができています。健常者、障害者を区別することのない、幅広いリー 
ダーを育てて行きたいと思います。 

（質問）平成２３年度からパートスタッフ１名減（２名体制）ですが、その理由は？

（回答）２名の勤務時間を増やし対応する予定です。賃金総額に変更はありません。

（質問）館内の清掃時の点検について。清掃は他の業者に委託しているようですが？

（回答）業者は週２日来て作業を行っています。児童館職員は毎日清掃しています。

（質問）スタッフの研修について 
（回答）正職員、パート全てのスタッフに研修を実施しています。 
（質問）プレゼン中に高齢者の映像がなかったが？ 
（回答）今後自治会等、地域の方々とのつながりを深めていきます。 
（質問）法人として収支状態が安定しているが？ 
（回答）収入・支出の一括化によって安定しています。人件費を最重要に考えて運 

営しています。 
（質問）イベントスケジュールについて、ホームページ上であまり情報がない。 
（回答）改善していきます。 
（質問）３階のエレベーター前のスペースはどこの管理か？そこに集まっている子 

どもたちとの関わりについて 
（回答）ふれあい館の共有部分です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
議題５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まずは児童館にきている子どもに目を向けることを第一に考えています。 
目に余る場合は注意してきました。今後も、気にとめていきます。 

 
・ 「たまだいら児童館ふれっしゅ」について主管課より 

良い関係が保たれています。あえて言うならば、安全管理について、市側もチ

ェックしてこなかった部分であります。避難訓練の回数が少なかったので、今

後行ってもらうように指導していきます。 

 
● 審査 2「みなみだいら児童館ぷらねっと」 

プレゼンテーション、質疑応答 
団体名：財団法人 社会教育協会 日野社会教育センター 

主な質疑 

（質問）防災マニュアルについて 
（回答）市のマニュアルを基本にして作成しています。 
（質問）財政状況について。平成１８年度収支悪化しているが？ 
（回答）相対的に悪化した事業が多くあったためです。 
（質問）ひのっち、移動児童館について 
（回答）月に１回、児童館職員が出向き、南平小ひのっちと連携して事業を行って 

います。ひのっちパートナーさんからもいろいろな要望があります。 
（質問）ひらやま児童館との連携について 
（回答）ひらやま児童館とは日々連携し、移動児童館において南平小、平山小に出 

向き活動しています。今後は二小等にも巡回していきます。 
（質問）基幹型児童館や、他の児童館との関係は？ 
（回答）基幹型児童館 PT 会議に参加したことから、良好な関係が保たれています。

市側から提案されていることは、今後の地域での児童館の関わり、支えてい 
く人の育成等であり、こちらも力を入れて行きます。 

（質問）社会教育センターの職員の参加について 
（回答）キャンプ等にノウハウのあるスタッフに手伝ってもらっています。 
（質問）来館者数について 
（回答）初年度の来館者数に比べると、減ってきています。ひのっち事業開始の関 

係なのか、原因はわかりません。ただ、今年度は例年より多く来館されてい 
るようです。 

（質問）もう少し多くの来館者を目標にしても良いのでは？ 
（回答）他の地域より高齢化率が高く、子どもの比率は若干低めです。２万２千人 

を最低水準として努力して行きたいと思っています。 
（質問）スタッフの年齢、男女構成、職歴、資格など教えていただきたい。 
（回答）・２０代、男、大学卒（体育関係） 

・３０代、女、保育士・幼稚園教諭 
（質問）収支計画書の職員の賃金について。人件費がかなり低く抑えられています 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
議題 6 

が？ 
（回答）時間給については、福利厚生等含めた額であり、特に問題はありません。 

また、繁忙期は嘱託職員や臨時職員を雇用して対応しています。 
（質問）人件費の計算について。金額が合わないが？ 
（回答）平成２５年度の合計金額、内訳に誤りがありました。訂正します。 
（質問）利用者等からの苦情はありますか？ 
（回答）送迎の時の車のドアの開閉音、玄関先でのおしゃべりの声など騒音の苦情 

があります。窓ガラスから覗かれているようだ、のご意見にはくもりガラス 
にするなど対応しています。 

（質問）音楽スタジオは他で借りると金がかかる。重宝されていると思う。 
（回答）子どもたちにはなるべく小さい音でと、かなり我慢してもらっています。 
（質問）ホームページについて 
（回答）更新をなるべく早く行うように努力しています。 

 
●「みなみだいら児童館ぷらねっと」について主管課へ質疑応答 
（意見）今日のプレゼンは元気がなかった。 
（回答）児童館の現場で活躍されているスタッフが、今日慣れないプレゼンを行っ 

た。児童館では最前線で活躍している素晴らしいスタッフです。少し緊張し

ていたようです。 
（質問）予算が心配。 
（回答）決められた予算でお願いするしかない。人件費に占める部分が多い。 
（質問）来館者数は何故少ないか？ 
（回答）立地条件によって来館者数は違ってきます。たまだいら児童館ふれっしゅ

は自動車で行けるし、図書館、支援センターもあり、ついでに児童館へとい 
うことになる。みなみだいら児童館ぷらねっとは自動車では絶対行けないし、

近くの人しか行けない。この点は考慮の必要があると思います。 
また、みなみだいら児童館ぷらねっとの近くには南平高校があり、ボランテ 
ィア等で活躍してくれている。良い面もある。丘陵地にある児童館などはや 
はり来館者は少ない。 

 

●その他意見 

・選定委員に選任されてから、プレゼンまでの期間をもう少し長くほしい。

資料を読み込む時間が足りないため。 

・プレゼン前に実際の施設を見学したい。 

・次回９月２日（水）までに、採点表を提出する。 

 

次回 ９月２日（水） 午後１時～ 庁議室 

 
～日野市指定管理者候補者選定委員会終了～ 



 


